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8 消防費

1 消防費 1 常備消防費

[担当：消防本部 総務課] P.210

0501 消防総務事務に要する経費 30,035,000 円 (22,873,000 円)

[その他 629,000 円 一財 29,406,000 円]

＊ 特財積算根拠

[手数料：危険物許認可手数料 429,000 円]

[繰入金：ふるさと取手応援基金繰入金 200,000 円]

○ 目的

消防行政事務の適正化と消防活動全般の万全を図る。

○ 内容

消防行政の需要に的確に対応し、火災、救急及び救助活動等の効率的な展開を図る。

･平成 25 年出動件数[H25.1.1～H25.12.31] （ ）は、平成 24年の件数

火災 17 件 （28 件）

救急 4,578 件（4,501 件）

救助 59 件 （41 件）

[担当：消防本部 総務課] P.212

2001 職員研修に要する経費 2,647,000 円 (5,262,000 円)

[その他 491,000 円 一財 2,156,000 円]

＊ 特財積算根拠

[諸収入：研修入校本人負担分 491,000 円]

○ 目的

複雑多様化する各種災害をはじめ、救急救助活動及び火災予防業務等の高度化に消防職

員が適切に対応するため、専門的な知識及び技術の習得を図る。

○ 内容

消防大学校、茨城県立消防学校及びその他の機関で実施される各種研修会等に職員を派

遣する。

消防大学校における研修

･幹部科 1 名

茨城県立消防学校における研修

･初任科 6名

･救急科 3名

･救助科 2名

･特殊災害科 1名
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･火災調査科 2名

･警防科 2名

･水難救助科 1名

･操法指導者研修会 2名

[担当：消防本部 総務課] P.212

2201 消防庁舎の管理運営に要する経費 61,676,000 円 (24,814,000 円)

[国･県 7,904,000 円 地方債 26,000,000 円 その他 1,570,000 円 一財 26,202,000 円]

＊ 特財積算根拠

[国補：社会資本整備総合交付金（住宅･建築物安全ストック形成分）

基準額 11,609,000 円×1/2≒5,804,000 円]

[国補：社会資本整備総合交付金（住宅･建築物安全ストック形成分）

基準額 472,000 円×1/3≒158,000 円]

[国補：社会資本整備総合交付金（住宅･建築物安全ストック形成分）

基準額 5,827,000 円×1/3≒1,942,000 円]

[市債：合併特例債（35,474,000 円－7,904,000 円）×95%≒26,000,000 円]

[繰入金：公共施設整備基金繰入金 1,570,000 円]

○ 目的

防災の拠点施設である消防庁舎の適正な維持管理を図る。

○ 内容

消防庁舎施設及び設備の点検、修繕等を実施し、職場環境の整備充実を図る。

吉田消防署は耐震診断の結果、耐震補強が必要とされたため防災拠点として適正に維持

するための耐震補強工事とトイレ改修工事を実施する。

また戸頭消防署も耐震補強工事と仮眠室･トイレ改修が必要とされたため、実施設計を委

託する。

・消防庁舎 取手市消防本部 取手消防署

戸頭消防署

吉田消防署

椚木消防署

宮和田出張所

[担当：消防本部 警防課] P.214

2301 消防自動車等の維持管理に要する経費 12,276,000 円 (10,888,000 円)

[一財 12,276,000 円]

○ 目的

火災及び救助などの災害時に出動する消防自動車等が、充分な能力を発揮できるよう適
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切な維持管理を行う。

○ 内容

・主な配備車両 指揮車 1 台

指令車 4台

はしご車 1台

救助工作車 1台

水槽付ポンプ車 5台(化学車 2 台含む)

ポンプ車 4台

重機搬送車 1台(重機 1台含む)

[担当：消防本部 警防課] P.214

2501 救急救命士の養成に要する経費 2,729,000 円 (3,113,000 円)

[その他 73,000 円 一財 2,656,000 円]

＊ 特財積算根拠

[諸収入：研修入校本人負担分 73,000 円]

○ 目的

救急救命士法に基づく高度な救命処置を行うため、救急救命士を養成し、救命効果のさ

らなる向上を図る。

○ 内容

各消防署所の救急隊に、常時 1 名の救急救命士の配置を可能にするため、今年度は 1 名

の救急救命士を養成する。

・救急救命士資格取得者 27名

・救急救命士の養成

(1)期間 平成 26年 9 月～平成 27年 3月 7 カ月間

(2)場所 東京都八王子市南大沢 4-5 救急救命東京研修所

(3)経費 入校負担金 2,071,000 円

旅費 70,000 円

テキスト及び受験料等 90,000 円

計 2,231,000 円

また、救急救命士気管挿管病院実習のため、筑波大学病院に 2 名を実習委託する。

・実習期間 筑波大学病院 平成 26 年 8 月上旬～30 症例を終了するまで

[担当：消防本部 指令課] P.215

3301 消防救急無線・指令センター整備に要する経費 156,885,000 円 新規

[地方債 156,100,000 円 一財 785,000 円]
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＊ 特財積算根拠

[市債：緊急防災･減災事業債 156,177,000 円×100%≒156,100,000 円]

○ 目的

県内 34 市町 21 消防本部で 119 番を 1 ヶ所で受け付ける茨城共同指令センターの平成 28

年 6月 1 日の運用開始を図る。

○ 内容

消防救急無線･指令センターの共同整備費負担金等である。

1 消防費 2 救急業務費

[担当：消防本部 警防課] P.215

0501 救急業務に要する経費 5,241,000 円（10,563,000 円）

[一財 5,241,000 円]

○ 目的

救急資機材の適正な管理と、的確な救急業務の遂行を図る。

○ 内容

救急活動に必須のガーゼ類や感染防止衣などの消耗品及び医薬材料等の充実を図る。

また、救急活動中における隊員の感染防止対策や住民への応急手当の普及啓発活動の推

進を図る。

・救急自動車配備状況 高規格救急自動車 6台(予備車 1 台含む･うち 1 台更新)

1 消防費 3 非常備消防費

[担当：消防本部 総務課] P.216

2001 消防団員に要する経費 48,762,000 円（48,442,000 円）

[その他 12,000,000 円 一財 36,762,000 円]

＊ 特財積算根拠

[諸収入：消防団員退職報償金受入金 12,000,000 円]

○ 目的

消防団員の処遇及び福利厚生の充実を図る。

○ 内容

消防団員の報酬や手当等をはじめ、消防団員退職報償金及び消防団員等公務災害補償共

済負担金などの各種負担金等である。

･消防団員の定数 649 人

[担当：消防本部 総務課] P.217

2101 消防団の運営に要する経費 37,045,000 円（39,035,000 円）

[地方債 15,200,000 円 一財 21,845,000 円]
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＊ 特財積算根拠

[市債：消防防災設備整備事業債 16,000,000 円×1/2×100%＝8,000,000 円]

[市債：消防防災設備整備事業債（16,000,000 円－8,000,000 円）×90%＝7,200,000 円]

○ 目的

消防団組織の充実した運営の維持と活性化を図る。

○ 内容

消防団活動に必要な施設等の維持管理を行う。

・消防団組織 1本部 35 分団（女性消防分団含む）

・消防団配備車両 ポンプ車 20台

小型ポンプ積載車 15台(うち 2台更新)

1 消防費 5 消防施設費

[担当：消防本部 警防課] P.218

2201 消防施設の整備に要する経費 37,000,000 円（61,770,000 円）

[国･県 12,159,000 円 地方債 22,300,000 円 一財 2,541,000 円]

＊ 特財積算根拠

[国補：緊急消防援助隊設備整備費補助金 基準額 24,322,000 円×1/2≒12,159,000 円]

[市債：消防防災設備整備事業債（24,322,000 円－12,159,000 円）×90%≒10,900,000 円]

[市債：消防防災設備整備事業債 12,678,000 円×90%≒11,400,000 円]

○ 目的

高規格救急自動車等を更新し、救急体制の充実強化を図る。

○ 内容

平成 12 年度に吉田署に配備された高規格救急自動車及び高度救命用資機材を更新する。


